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朋友だより 

               
師走の慌ただしい時期になりました。皆様お変わりありませんか。 
今回の朋友だよりのテーマを 「会社の進むべき方向を考える」と 
しました。持続可能な日本社会の担い手にふさわしい大きな構えの

経営目標を作りたいものです。 
新しい年が皆様にとって良い年でありますよう祈っています。 
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日本を今一度持続可能な社会に 
 

日本を今一度持続可能な社会に戻すことが 

求められています。若者がそれぞれの地域で

就職ができ、結婚し、安心して子供を育てられ

ることが出来る社会です。 

 世界的にも、1980 年代頃から、地域及び中

小企業を見直す動きが生まれました。先進諸

国の各地で大企業の海外進出が進み、その

影響で自国の失業者が増大します。雇用の受

け皿として中小企業が注目されるようになりま

す。その流れの中で 2000 年 6 月、ヨーロッパ

小企業憲章が制定されます。日本でも2010年

6 月に中小企業憲章が閣議決定されます。そ

して多くの自治体で中小企業振興基本条例が

制定されるケースが、この３～４年急増していま

す。中小企業の育成・発展に力を入れることで、

地域の賑わいを取り戻そうという自治体が急速

に増えているということです。2013 年 9 月 6 日

現在、26道府県、103市区町(76市、16区、11

町)に達しています。（中小企業問題誌、№140、

2013 年 9 月 P.20） 

 この様な時代の要請に呼応する形で、新潟

大学教授の佐野誠氏は「99％のための経済

学」を提唱し、注目されています。 

 

持続可能社会の担い手としての 

中小企業 
 

現在の中小企業は、上に見たように持続可

能な日本社会構築の主な担い手としての役割

が期待されています。現実の中小企業をめぐ

る状況は非常に厳しいものです。倒産せず、

生き残るのが精一杯で、それ以外のことは考

えられないというのが実情でしょう。しかしそこ

に留まっていたのでは面白くありません。 

次の時代を切り拓くものは、 いつもスタート時 

点では弱小です。 

持続可能な日本社会の中心的担い手にな

るために、私達中小企業は何をすれば良いの

でしょうか。 

 



 

 

筆者が所属する中小企業家同友会では、

早くから経営指針成文化運動をすすめていま

す。経営指針とは、経営理念、経営方針、経

営計画の総称です。 

持続可能社会の担い手になるために経営

指針を成文化し、それに基づく経営を行うこと

は非常に有効です。特に次の２つが重要で

す。 

 

１．経営理念の文章化と社員との共有 

２．経営方針の策定（自社の進むべき方向

を明らかにする） 

 

このうち経営理念の文章化について同友会

では一つの方法を編み出しています。即ち、

経営理念作成の為の書き込みシートを用いて、

経営者同士のグループ討論を通じて、個々の

経営者の経営理念作成をまわりが支援すると

いうやり方です。 

次は経営方針の策定です。経営方針とは、

中期経営目標とその目標を達成する為の道す

じ（戦略）と定義されています。（中小企業家同

友会全国協議会『経営指針作成の手引き』

P.25） 

折しも、近年、経営方針策定の必要性が急

速に高まっています。５年前のリーマンショック

を契機として、中小企業関連の市場が激変し

たためです。リーマンショック以前は、厳しいな

がらも中小企業関連の市場は、それなりに安

定していましたから、経営理念を文章化し、社

員と共有していれば、経営は可能でした。 

ところが、リーマンショック以降、市場の激変

にともない、経営方針の策定が不可欠のものと

なりました。お客さんはどこにいて、何を求めて

いるか、その顧客の要望を実現する為に自社

をどのように変えるのか、――これを考えるの

が、経営方針です。 

 

中期経営目標設定が重要 
 

経営方針策定のポイントは、中期(3～5 年)

経営目標の設定です。経営理念がベースにな

ることは当然です。経営理念を念頭に、どのよ

うな会社をめざすのかを考えながら経営目標

を設定します。この際、自社を取り巻く状況、

同業他社と比べての自社の特徴などが考慮さ

れます。 

目標が明確になれば全社一丸となれます。 

 

 

 

そして全社一丸となれば、どんな困難でも突

破することが可能となります。目標が設定され、

全員がその気になれば、目標を達成する為の

道すじ、方策は、いろいろなアイディアとしてう 

ち出されることになります。 

しかし、現実の中小企業経営者にとって、中

期経営目標の設定は簡単なことではありませ

ん。目の前の課題に追われ、３年先、５年先の

視野で物事を考える事に慣れていないと言っ

て良いでしょう。折角作った経営理念が中期

経営目標へと展開していかないのです。 

目標設定に当たっては大きい構えで臨みた

いものです。持続可能な社会の担い手にふさ

わしい中小企業になる為に、目標は大きく持

ちたいものです。 

目標をつくるとき、社会に目を向けることで、

社会から見て無くてはならない企業に近づきま

す。これからの日本社会で本格化する共生社

会に自社として何ができるか、また世の中の困

りごとにどう対応するか等を考えることは重要

です。 

目標が備えるべき要件として、下記がありま

す。 

１．経営理念に則っている 

２．わが社ならではのものである 

３．期限到達後、達成度が検証できること 

４．経営者及び社員にとってワクワクする物

である 

良い目標は周囲のものを元気づけ、やる気を

起こさせてくれます。 

目標のある企業には夢があり、これからも

社会の中で重要な役割を担うことになるでし

ょう。それに対し、目標を持てない企業は淘

汰される運命にあると言わざるを得ません。 

日本中にブームを巻き起こした坂本光司

著『日本でいちばん大切にしたい会社』全４

巻に登場する企業はいずれも明確な目標を

持っています。目標が明確だから、それぞれ

素晴らしい企業に発展出来たと言えるでしょ

う。 

社員を大切にし、助け合いの精神を持ち、

人間が人間として尊重される経営を実現する

為に、意欲的な中期経営目標に挑戦したい

ものです。 

 

 

 

 

 



§ 読者企業紹介はお休みです §   

 

佐野誠 著『99％のための経済学』を読む 

 

著者の佐野誠氏は、1960年生まれ、現在新潟大学教授です。 

本書には教養編と理論変があります。 

 

『99％のための経済学（教養編）』 （新評論 2012年12月） 

『99％のための経済学（理論編）』 （新評論 2013年3月） 

 

題名にある「99％」とはアメリカ合衆国のウォール街占拠運動が掲げたスローガン「1％対99％」

の99％のことです。 この「99％」は一握りの富裕層を象徴的に意味する「１％」には属さない経

済的、社会的、政治的に疎外された圧倒的多数の庶民を指します。この「１％対99％」の構図を乗

り越え、誰もが多様な生の可能性を享受し合える「共生経済社会」をどのように築いていくかが本

書のテーマです。 

所得、健康、教育などの格差拡大、自殺者・孤独死の高止まり。一握りの富裕層に所得を集中さ

せ、圧倒的多数の人々の暮らしを破綻する現代固有の政治的景気循環「新自由主義サイクル」の罠

に現代の日本はとらわれていると言います。 

著者がかつて(2003年)、アルゼンチンと日本の現代経済史を比較し、そこに意外な共通点がある

ことに気づきました。それが「新自由主義サイクル」という現象です。 

日本だけでなく、アメリカやEUヨーロッパ圏など世界の主な国々も、多くの制度上の違いはあり

ますが、本質は同じと見ています。 

この循環軌道にしがみついている限り、「99％」に展望はありません。この閉塞した状態から一日

も早く抜け出すにはどうすればよいか、そして来るべき「共生経済社会」を可能にする条件は何か

が問われてます。 

「99％のための経済学」とは共生のための経済学です。共生を可能にする条件を明示的、模範的、

創造的に考えていくことを目指します。その要点は、多様な共生を可能にするような内需中心の経

済発展構造の構築にあるとします。 

最後に著者は、この構想を読者とともに鍛え上げ、さらに発展させていきたいと願っていると述

べています。 

 
～＊あとがき ～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～ 
 
  朋友だより125号をお届けいたします。 

 福島原発汚染水は完全にコントロールされているから安全だと世界に公言してすぐあとに、それが疑

われるような状況にある国で、国民の「知る権利」を危機にする「特定秘密保護法」が採決されまし

た。毎日新聞12/10付夕刊〔この国はどこへ行こうとしているのか〕で映画監督の李 相日さん（代表

作フラガール）が述べています。「原発も法律も人間が作るもの。両者に共通しているのは、制御でき

なくなった時、それは巨大な暴力装置になるということです。」私もその通りだと思います。 (野上) 
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